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東日本高速道路（株）／中日本高速道路（株）／西日本高速道路（株）／（一財）道路厚生会

NEXCO東日本お客さまセンター
0570‒024‒024

または 03‒5338‒7524

快適な高速道路のご利用を24時間係員がサポートいた
します。高速道路をご利用の際、通行料金やETC割引、
経路など高速道路情報の確認にご活用ください。

道路交通情報がインターネットで見られます。
http://www.jartic.or.jp/

最新の道路情報についてお問い合せを受け付けています。

●全国・関東情報…050-3369-6600
●北海道高速情報…050-3369-6760
●東 北 高 速 情 報…050-3369-6761
●東北・常磐・関越高速情報…050-3369-6762
●東名・新東名高速情報…050-3369-6763
●中央・長野高速情報…050-3369-6764
●新潟地方高速情報…050-3369-6765
●東海地方高速情報…050-3369-6766
●北陸道・東海北陸道情報…050-3369-6767
●近畿地方高速情報…050-3369-6768
●中国地方高速情報…050-3369-6769
●四国地方高速情報…050-3369-6770
●九州地方高速情報…050-3369-6771
●沖 縄 情 報…050-3369-6647

●全国共通ダイヤル…050-3369-6666
●携帯短縮ダイヤル…♯8011
※最寄りのセンターに接続します。（通話料お客さま負担）

疲れを感じたらSA・PAでひとやすみ
（サービスエリア）（パーキングエリア）

高速道路情報案内

緊急時通報先

日本道路交通情報センター

NEXCO中日本お客さまセンター

PHS・IP電話のお客さま
0120‒922‒229
052‒223‒0333

NEXCO西日本お客さまセンター

PHS・IP電話のお客さま
0120‒924‒863
06‒6876‒9031

事故や故障の際は、安全な場所に避難してから
下記にご一報ください。（通話料無料）

110番・非常電話・道路緊急ダイヤル（＃9910）



高速道路と地震
日本は世界有数の地震国です。
高速道路を走行中に大地震が発生する可能性
もあります。

地震発生時の適切な対応や、日ごろからの備
えは、自分の身を守るとともに地震による二次
災害を防ぐことにもなります。基本的な運転マ
ナーと対策を今一度考え直してみましょう。

【参考】地震発生時の高速道路



路肩等に停止したら やむを得ず車を離れるときは
路肩等に車両を停止させる際には、余震などへの予防措置
のため、前後の車両との間隔を空けるようにしてください。
エンジンを停止後、後続車両による追突事故の防止の
ため、ハザードランプを点灯するとともに、安全を十分
確認のうえ停止表示板を設置してください。
他の通行車両にはねられないために、車内や路肩には
残らず、ガードレールの外側など、避難できる場所かど
うか十分に確認のうえ、安全な場所にすみやかに避難
しましょう。

エンジンを停止させ、窓ガラスをしっかりと閉めましょう。

ドアはロックせず、エンジンキーを車内に残しておきま
しょう（キーレスエントリーキーも同様）。
※救助活動や事故処理に支障をきたす場合、車両を移
動する場合があります。

可能であれば車内に連絡先を記したメモを残しておき
ましょう。

貴重品等は、車内に残さないようにしましょう。

他の通行車両による事故防止のため、車内や路肩には
残らず、ガードレールの外側など、避難できる場所かど
うか十分に確認のうえ、安全な場所にすみやかに避難
しましょう。

身の安全確保を最優先のうえ、周りの通行車両等に十
分注意しながら、可能な範囲で初期消火に努めましょ
う。渋滞中の場合等には他の車両をまき込む可能性が
あります。

万が一の車両火災の発生に備え、車両への消火器の
設置を心がけてください。（危険物積載車両には、法令
により消火器の設置が義務付けられています。）

デマや流言に惑わされないよう、警察や高速道路会社
からの指示・案内、またはラジオやカーテレビによる公共
機関からの情報に従い慎重に行動してください。（特に
沿岸部においては、津波が来る可能性がありますので、
津波の高さや到達時間等について確認してください。）
情報収集の手段については、P．10以降にも記載しています。

大きな揺れを感じたら、周囲の状況を確認のうえ、
急ハンドルや急ブレーキを避けて出来るだけ安全
な速度や方法により左側の路肩や非常駐車帯等に
停車してください。

あわてずに、ハザードランプを点灯して周囲の車両
に注意喚起のうえ、急ブレーキをかけずに、緩やか
に速度を落としてください。

地震時の人心の不安は大きいものです。一部の人のデマに惑わされず、
ラジオ等公共の情報を信頼し、慎重な行動をとるようにしましょう。

（参考）
災害対策基本法により、緊急の必要性がある場合、指定された区間で道路管理
者によって車両の移動の命令もしくは車両の移動を行うことがあります。

以下のことにご留意ください。

《災害状況等に関する情報提供について》
災害状況や交通状況に関する情報については、道路情
報板やハイウェイラジオ、高速道路会社各社のHP、また
警察や高速道路会社のパトロールカーに搭載のスピーカ
ー、休憩施設の拡声放送等によって提供されます。（情報
収集のための各種ツールについては後掲の内容をご参
照ください。）



群馬県
栃木県緊急対策区域の指定地域

（平成27年3月31日現在）
E6常磐

E4東北

E 7関越

非常電話について

いざという時のための備え

地震発生直後などは、連絡が集中し非常電話が通じ
ない場合があります。非常電話が通じない場合は、
１１０番や道路緊急ダイヤル（＃9910）をご活用頂く
か、インターチェンジ近くの場合は料金所までご連絡を
お願いします。

（1）水（500mlタイプのペットボトルを複数積んでおくと、持ち運びも
しやすく便利です）

（2）食料（缶切り不要の缶詰めや乾パンなど、調理なしで食べられる
もの）

（3）灯火類
（4）携帯ラジオ

（車がこわれて、カーラジオが聞けないことがあります）

（5）応急医薬品
（6）毛布（7）ロープ（8）消火器
（9）車からの緊急脱出用ハンマー

首都直下地震緊急対策区域
　首都直下地震が発生した場合、震度6弱以上が予想される地域、
および津波高3m以上が予想され、海外堤防が低い地域（茨城県、
栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野
県、静岡県の1都9県にわたる309の市区町村（平成27年3月31日
時点））が「首都直下地震緊急対策区域」として指定されています。
　この地域における高速道路等は図に示す通りです。

首都直下地震緊急対策区域の指定



NEXCO東日本管内には各ICの料金所などに約200を
超える地震計を設置しており、東日本大震災発生時には
北関東自動車道の水戸南ICで最大計測震度6.3を記録
しました。このほか、計測震度5.5以上（震度６弱に相当）
の記録が、八戸自動車道の軽米ICから東関東自動車道
の大栄ICまでの、過去に前例のない広い範囲で計測され
ました。これにより地震直後の通行止めは、管理延長の
約65％におよぶ範囲の35路線、約2,300kmの区間に達
し、交通の支障となる被害は20路線、870km区間におよ
びました。



NEXCO中日本
“高速道路交通安全セミナー”

出張講座 NEXCO中日本
“高速道路交通安全セミナー”

出張講座
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